
近年、世界大会が開催されるなど、大きな盛り上がりを見せているドローンレース。
そして日本国内にも、世界を相手に戦うプロフェッショナルドローンレースチームが存在します。それが、
DMM RAIDEN RACING。彼らが試合で使う機体には、アイペックスの製品である MHF® I LKが使われてい
ます。 今回、DMM RAIDEN RACINGのキャプテンを務める後藤純一氏と、アイペックスの技術者であり
MHF I LK開発チームリーダーの田川哲也氏に、その経緯や効果について、お話を伺いました。

日本を代表し、世界を相手に戦うプロドローンレーサー後藤純一氏。
その活躍の陰には、アイペックスの MHF® I LKがありました

ドローンとの出会いで感じた、今までにない衝撃
――本日はよろしくお願いします。まずは、日本を代表するドローンレーサーとして活躍している後藤さん
の、これまでのご経歴についてお伺いできますでしょうか。

後藤：実は私は 2年ぐらい前まで、いわゆる IT エンジニアの仕事をしていて、ドローンとは無縁の生活をし
ていたんです。しかしある時、YouTube で偶然ドローン撮影の映像を見て、とても大きな衝撃を受けました。
こんな迫力ある映像が撮れるのか、こんなにアクロバットな飛行ができるのか、そうした最初の感動がきっ
かけで、私もドローンの世界へ足を踏み入れることになったんです。ただ、まだこの頃は自分が日本代表と
してドローンレースに参加するとは思ってもいなかったですね。

――元々ドローンレーサーを目指して活動されていたわけではないのですね。レーサーになったきっかけは
どういったものなのでしょうか？

後藤：最初はドローンを使った空撮をメインでやろうと思っていて、FPV 動画を Twitter などの SNS で公開
していたんです。そうしたら、その SNS 経由で JDRA（日本ドローンレース協会）の理事の方から「レース
をやってみませんか」というお誘いを頂いて、せっかくお声がけを頂いたことだし、一度ぐらいやってみて
も良いかな、くらいの感覚で始めたつもりがどっぷりとハマってしまいました（笑）。元来負けず嫌いの性
格もあるのでしょうね。試合に出る以上は負けたくない、という気持ちも強く、気が付いたらプロのレーサー
になっていました。

後藤純一氏
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Voice of CustomerVoice of Customer
“ レーシングドローンではメンテナンスの手間を
   省くのが勝利への重要な要素。 ロック機能が
   ついたこの製品は、画期的だと思いました ”

In recent years, drone racing has generated great excitement all over the world by creating a world drone 
champions league. In Japan, there is also a professional drone racing team, DMM RAIDEN RACING, that 
competes with other teams around the world. The I-PEX® MHF® I LK Micro RF Coaxial Connector is used in 
their drone. We interviewed Junichi Goto, captain of DMM RAIDEN RACING, and Tetsuya Tagawa, I-PEX 
Connectors engineer and MHF I LK Development Team Leader, about the background of the MHF I LK in 
drones.

Junichi Goto is a professional drone racer who represents Japan 
and competes with other racers around the world.  The I-PEX® 
MHF® I LK Connector has contributed to his success.

Felt an unprecedented shock when I discovered Drone

――Thank you for joining this interview today. First, could you talk about Mr. Goto's career as a leading 
drone racer in Japan?

Goto: I was working as an IT engineer about two years ago, and I was living without a drone. However, I 
accidentally saw an aerial drone video on YouTube and it made a huge impact. I was very impressed at 
such a powerful image and acrobatic flight. Thanks to this first great impression, I decided to step into the 
world of drones. However, at this time, I had not thought that I would participate in the drone race as a 
representative of Japan.

――It seems that you were not originally thinking of to becoming a drone racer. What made you become a 
racer?
 
Goto : At first, I was planning to do an aerial video shoot using a drone as my main activity, so I published 
FPV (first person view) videos on social media networks, such as Twitter. The director of JDRA (Japan 
Drone Racing Association) invited me to try racing via the social media network. Since I was promptly 
invited, I began with a light feeling that I should try it once, but now I am addicted. I do not like to lose and I 
was racing with the desire to win over the game.  At that time, I became a professional racer. Since drone 
racing still has a small number of players, when I participated in a race individually, I had to purchase the 
drone parts and maintain the drone by myself. I won at the domestic drone races, and finally in 2017, I was 
able to win the Japan Drone League's annual championship. Since 2018, I have been working as the 
captain of Japan's first professional drone racing team, DMM RAIDEN RACING, and am competing around 
the world at the "Drone Champions League," the highest peak of the drone races. The team's annual 
ranking was fourth place.
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Tetsuya Tagawa
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Voice of CustomerVoice of Customer
“ In the racing drone market, simplifying maintenance work is 
  an important factor for victory. The MHF® I LK Connector 
  with the locking function is revolutionary.”
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――本日はよろしくお願いします。まずは、日本を代表するドローンレーサーとして活躍している後藤さん
の、これまでのご経歴についてお伺いできますでしょうか。

後藤：実は私は 2年ぐらい前まで、いわゆる IT エンジニアの仕事をしていて、ドローンとは無縁の生活をし
ていたんです。しかしある時、YouTube で偶然ドローン撮影の映像を見て、とても大きな衝撃を受けました。
こんな迫力ある映像が撮れるのか、こんなにアクロバットな飛行ができるのか、そうした最初の感動がきっ
かけで、私もドローンの世界へ足を踏み入れることになったんです。ただ、まだこの頃は自分が日本代表と
してドローンレースに参加するとは思ってもいなかったですね。

――元々ドローンレーサーを目指して活動されていたわけではないのですね。レーサーになったきっかけは
どういったものなのでしょうか？

後藤：最初はドローンを使った空撮をメインでやろうと思っていて、FPV 動画を Twitter などの SNS で公開
していたんです。そうしたら、その SNS 経由で JDRA（日本ドローンレース協会）の理事の方から「レース
をやってみませんか」というお誘いを頂いて、せっかくお声がけを頂いたことだし、一度ぐらいやってみて
も良いかな、くらいの感覚で始めたつもりがどっぷりとハマってしまいました（笑）。元来負けず嫌いの性
格もあるのでしょうね。試合に出る以上は負けたくない、という気持ちも強く、気が付いたらプロのレーサー
になっていました。

ドローンレースはまだまだ競技人口も少なく、最初の頃は全部自分でパーツを揃えたり、メンテナンスをし
ながら、個人でレースに参加していたんですよ。そうして、国内レースでの優勝を重ねた結果、2017 年には
Japan Drone League の年間チャンピオンにも輝くことができました。そして 2018 年からは、日本初のプロ
フェッショナルドローンレースチーム DMM RAIDEN RACING のキャプテンとして活動させてもらう機会を頂
き、ドローンレースの最高峰である「Drone Champions League」で世界中を転戦。チームの年間順位 4位
という結果も残すことができたんです。

プロになったからこそ見えた、新しい課題と目標
――個人でやっていた時とレースチームに入ってからで、状況に変化を感じる部分はありましたか？

後藤：やはり費用面での負担はかなり減りましたね。個人でやっていた時は、パーツの調達からメンテナン
スから、全部自分でやらなければならず、かなりのお金と時間を必要としていました。技術革新のスピード
も早く、ピーク時などは 1、2カ月に 1回は新しいパーツが発表されて、それを購入して試してみて、とい
う感じでしたから、個人の負担はかなり大きかったです。貯金を切り崩しながらなんとかやっていましたが、
家族も正直心配していたでしょうね。

しかし、個人でも試合で結果を残せるようになってくると、スポンサーも付き、費用負担をかなり減らすこ
とができるようになってきました。そこに加えて、レースチームに所属することで、メンバー間での技術や
知識など情報共有が可能となり、チーム一丸となった試合に望むことができたと思います。DMM RAIDEN 
RACING のパイロットは、本当に小さな部品の一つひとつにまでこだわって、試合での勝利を目指していま
した。

――後藤さんがドローンレースで使う機体には、アイペックスの製品であるMHF I LK が使用されています。
そもそもこの製品を知ったきっかけはどういったものなのでしょうか？

後藤：ドローンレースは、近年生まれた新しいスポーツです。新しいがゆえに、ルールや規格が定まり切っ
ていない部分もあって、頻繁に機体のメンテナンスを行わなければいけません。また機体そのものは小さい
と言っても、試合ではかなりのスピードで戦いを繰り広げていきますから、事故や故障なんかも比較的起こ
りやすいんですよ。どうしたらもっと楽にメンテナンスができるようになるだろうと思い、友人に相談した
ところ、紹介してもらえたのが、MHF I LK の開発チームで指揮を執っていたアイペックスの田川さんだった
んです。

New issues and goals as I became a professional racer

――Did your situation change when you were doing it individually vs. after joining the race team?

Goto : The cost burden has decreased considerably. When I was doing it on an individual basis, I had to do 
everything from parts procurement to maintenance, which required a lot of time and money. The speed of 
innovation  is fast and new parts were released once every one to two months at peak times. I had to buy 
new parts  and try them, so the burden on the individual was quite large. I was using money I had saved, 
so I think my family was actually worried.

However, after I was able to win and get good results in the game, I have gotten sponsors, which helps to 
reduce the cost. In addition, by belonging to the race team, we were able to share knowledge and 
technology among the members. This helps us to compete together in the games as a team. The pilots of 
DMM RAIDEN RACING were very particular, down to even the small parts and aimed at victory in the 
games.

――MHF I LK, the product of I-PEX, is used on your drone for racing. How did you know about this product?

Goto : Drone racing is a new sport that was created recently. Because new rules and standards are not 
decided completely, frequent maintenance of the drone has to be done to follow each game’ s regulations. 
Even if the drone itself is small, we fight at a very high-speed in the game, so accidents and breakdowns 
are very likely to happen. I asked my friend’ s advice on how I can easily maintain the drone, and then, my 
friend introduced me to Mr. Tagawa of I-PEX who was in charge of the MHF I LK development team. 



仕事と趣味の延長線がリンクする
――友人の紹介というのも、なかなか珍しい巡り合わせですね。田川さんはなぜそういったドローン関係の
方と繋がりがあったのですか。

田川：実は私もドローンが好きで、あくまでも趣味の範囲としてですが、レースに出たりもしていたんです。
先ほど後藤さんからもあったように、ドローンはまだまだ持っている人や専門に扱っている人も少ないもの
ですから、自然と所有者同士の繋がりが強くなっていって、コミュニティのようなものが出来ていました。
そこに、後藤さんと私の共通の友人がいた、という形ですね。

MHF I LK はドローンをはじめ、PC、車や航空機など、強い衝撃環境下で耐えられることを目的に作ったもの
なんです。一度ロックすれば強固だけど、取り外しは簡単。2.4GHz ～ 6.0GHz 帯まで使えるという特性を活
かすため、まずは個人のドローンに使用するようになりました。そんな時、後藤さんから相談を頂いたもの
ですから、自身の経験も踏まえて、MHF I LK を紹介させて頂いたんです。

Extension of work and hobby links

――Introduction to friends in vastly different fields is unique. Why did Mr. Tagawa have such a 
connection?

Tagawa : Actually, I also like drones and I participated in some drone races as a hobby. The number of 
drone owners and specialists are still small. It was natural to have a stronger relationship among them, 
which led to the formation of a community. Mr. Goto and my friend were in the same community. 

MHF I LK is made for the purpose of being able to endure in high vibration environments such as drones, 
PCs, cars and aircraft. The lock is robust, but removal is easy. 
In order to take advantage of the characteristic that it can be used from 2.4 to 6.0 GHz band, it first began 
to be used for individual drones. At that time, I was consulted by Mr. Goto, so I introduced MHF I LK based 
on my own experiences.



勝つために必要な技術が搭載された MHF I LK

――実際に MHF I LKを使用してみた感想はいかがでしたか？

後藤：お世辞ではなく、画期的な製品だと思いましたね。それまでのコネクタは、ロック機能がほとんどなく、
はめているだけといった感じでした。そのため、競技で使う時などはボンドを使ったりテープで止めたりし
て固定していたんですが、それだとメンテンナンスの度にそれらを外して、メンテナンスが終わったらまた
付け直して、といった感じでとても手間が多かったんです。試合の時などは次のレースまでにメンテナンス
を終えなければならない、というような急ぎのシーンも少なくなく、その作業が大きなストレスになってし
まってもいました。

また、やはり電波や電気を使う部品ですから、ボンドやテープなどによる悪影響も懸念されます。コンマ何
秒を争うレースの世界では、ちょっとした操作性の違和感すらもないがしろにはできませんからね。

田川：ドローンレースは例え世界大会であったとしても、まだまだ手探り状態で試合が行われている感覚な
んですよ。それこそ、開催日の 2週間前とかに、試合で使える機体のルールが変わる、なんてこともザラに
あるんです。そうなると、メンテナンスの手間を省いて、いかに早く作り直せるかというのも、勝敗を占う
非常に重要な要素になってくるんです。

後藤：その通りですね。これは車やバイクといった他のレースでも同じことが言えると思いますが、最終的
に勝敗を分けるのは、やっぱりレーサーの腕なんです。どれだけその機体と長く付き合い、特性や強みを活
かしきれるかで、大会の結果は大きく変わります。実際、ルールが直前に変更になったせいで練習時間が取
れず、経験豊富なプロレーサー達をもってして、クラッシュを続出させてしまったような大会もありました
から。

田川：クラッシュで言うと、MHF I LK はコネクタをロックすることはできるものの、かといってガチガチに
固めすぎてしまうわけではない、というのも強みの一つとして言えると思います。ロックを固めすぎると、
場合によっては本体側のコネクタであるレセプタクルの方が剥がれてしまい、基盤本体を痛めてしまう可能
性もあります。そうなると修理に相当な手間が掛かってしまい、かえって故障の規模が大きくなってしまい
ますから、普段はロックされているけど、いざという時には適切な力で外れてくれる。そんなちょうど良い
塩梅の機能を持たせているんですよ。

MHF I LK with the necessary technology to win

――What was your impression of actually using MHF I LK?

Goto : I thought it was a breakthrough product, not flattery. Other connectors that I knew of did not have 
a locking function and were just being fitted. Therefore, in order to increase the strength, I used bonds or 
tape to prevent the connector from coming off during a race. It took a lot of time and effort to remove 
them every time the drone needed maintenance and rework it again after the maintenance was done. 
Many times I had to finish the maintenance in a short time before the next race and the additional work 
created a lot of stress. 
Moreover, since it is a part that uses radio waves and electricity as well, adverse effects by bonds and 
tapes are concerning. In the world of racing in which the number of seconds is contested, even a slight 
incongruity of operability cannot be ignored.

Tagawa : Even if the drone race was a world event, the rules can change two weeks before the game. 
Then it becomes an issue of how to eliminate the maintenance work and how to rebuild it quickly, which 
is a very important factor for deciding the winner/loser.

Goto : Exactly. I think that the same thing can be said for other races such as cars and motorcycles, but 
eventually it is the racer’ s skill that separates out the win or loss. The result of the race will change 
greatly depending on how long you can associate with that drone and make good use of its 
characteristics and strengths. Because the rules were changed just before the race, there were races that 
caused a lot of crashes, even amongst experienced pro racers since they were unable to get in practice 
time. 

Tagawa：Since I knew the situation, I focused on the lock mechanism development. If the lock is 
compacted too much, the receptacle which is the connector on the main body side will peel off, possibly 
damaging the board. If that happens, it will take a lot of time to repair, so we added a function that 
locked properly, but in case of an emergency it will come off with proper force. 

Goto：Now I see. Because Mr. Tagawa also has racing experience, he understands what we go through 
during a competition. I was very thankful to Mr. Tagawa for taking care of such detailed parts. 



後藤：そうだったんですね。田川さんもレーサー経験があるからこそ、そういうちょっとした心遣いができ
るんですね。非常に助かっています。このような細かなパーツにまで気を配って下さり、田川さんにはとて
も感謝しております。

ドローンをもっと身近に、もっと気軽に
――お二人の今後の目標は何ですか？

後藤：今、ドローン競技に参加する人たちはどんどん若年化していて、17歳の世界トップランカーがいたり
もします。私は今年で37歳になるので、正直この界隈では決して若いとは言えません。だからこそ、今後はもっ
と後進の育成にも力を入れていきたいですね。例えばレース一つをとっても、実際に操縦をするパイロット
の他に、その隣でレース全体を見ながら指示を出すコーパイロットという役割もあります。自分が身につけ
たスキルや知識を活かして、そちらの道に進むのも良いかもしれません。

後藤：後は、ドローンの世界に入るきっかけになったドローン撮影には、もっと本格的に取り組んでいきた
いと思っています。AI技術なども発達し、ドローンの操縦も比較的簡単になってきてはいますが、それでも
まだまだ人の手でないと出来ない事が多いのも現実です。ドローンを極めていくことで、どんな仕事が生ま
れ、どんな生き方をしていけるのか。そういったロールモデルを示せるような存在になれれば嬉しいですね。

そういう意味では、まだまだドローンのことをもっと知っていかなければいけないと思いますし、メンテナ
ンスに明け暮れる日々はこれからも長く続いていくでしょう。MHF I LKにお世話になる日々は、むしろこれ
からが本番と言えるかもしれません。

田川：こうして MHF I LKのことを評価して、使ってくれる人がいるのは本当にありがたいことです。これ
からもアイペックスの技術者として、製品の改善には取り組んでいきつつ、もっと多くの人が、ドローンに
興味を持ち、気軽にドローンと触れ合えるような環境を作っていくお手伝いができればうれしいですね。

――ありがとうございました。

Tagawa : Even if the drone race was a world event, the rules can change two weeks before the game. 
Then it becomes an issue of how to eliminate the maintenance work and how to rebuild it quickly, which 
is a very important factor for deciding the winner/loser.

Goto : Exactly. I think that the same thing can be said for other races such as cars and motorcycles, but 
eventually it is the racer’ s skill that separates out the win or loss. The result of the race will change 
greatly depending on how long you can associate with that drone and make good use of its 
characteristics and strengths. Because the rules were changed just before the race, there were races that 
caused a lot of crashes, even amongst experienced pro racers since they were unable to get in practice 
time. 

Tagawa：Since I knew the situation, I focused on the lock mechanism development. If the lock is 
compacted too much, the receptacle which is the connector on the main body side will peel off, possibly 
damaging the board. If that happens, it will take a lot of time to repair, so we added a function that 
locked properly, but in case of an emergency it will come off with proper force. 

Goto：Now I see. Because Mr. Tagawa also has racing experience, he understands what we go through 
during a competition. I was very thankful to Mr. Tagawa for taking care of such detailed parts. 

More close to the drones, feel free to touch the drone world

――What are your future goals?

Goto :The people participating in drone competitions are getting increasingly younger, with a 17-year-old 
being in the top world rankings.  I will be 37 years old this year, so I am not considered young in this field. 
That is why I'd like to put more emphasis on developing young racers in the future. For example, in addition 
to a pilot who actually maneuvers the drone, there is also a role of a co-pilot that gives instructions while 
watching the entire race. It might be a good idea to take advantage of my skills and knowledge to help in 
developing the younger racers by becoming a co-pilot.

Goto : I would like to work more seriously on the drone video shooting that got me into the world of drone. 
AI technology has developed, and drone maneuvering has become relatively easy, but in fact there is still a 
lot that cannot be done without human hands. I would be happy if I could become a role model who shows 
what kind of potential jobs are there and what kind of life is possible with drones. In that sense, I think that 
we still need to know more about drones, and the time it takes for hands-on maintenance will continue for 
a long time. MHF I LK may become necessary more in the future than in the present.

Tagawa : It is truly appreciated that there are people who evaluate and use MHF I LK in this way. I am 
pleased if I can continue to work on improving products as an engineer of I-PEX and contribute to creating 
an environment where people can experience the field of drones more easily.

――Thank you for your time today.
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